３　藩制治下の羽合郷
池田氏治下により　　　寛永９年御国替え以前の藩主池田光政の治下において、新しい鳥取城EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かく),郭)の基礎もでき、武家屋
城下町として発展　　敷・町人街の姿もできはじめ、城下町として発展の基礎ができたところへ、備前岡山藩主池田光
す　　　　　　　　　仲と国替えをして、因伯の町村は寛永９（１６３２）年から慶応３（１８６７）年の２３５年間、光仲系の池田藩主１２代の封建政治下に落ちつくこととなった。
幼少の光仲と後見　　　当初の光仲は、寛永７年６月江戸生まれであったから、当年３歳で相模守・のち因幡少将と称

人　　　　　　　　　した。最初は名目上の藩主であるから、重臣によって藩政は遂行された。藩主の後見役として幕府から指名された人びとは、叔父輝澄・輝興と、老職荒尾EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たく),内)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(み),匠)・同志摩・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いぬい),乾)兵部で、なおこのほか、重臣として和田三正も国政にたずさわった。寛永１５年光仲は、後従４位下に叙せられ、寛永１８年１２歳のとき初めて入国した。のち左近衛少将に昇進、元祿６年７月鳥取でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せいきょ),逝去)、享年６４歳であった。幼少の時は別として、青年期から隠居するまでの４・５０年、大名としては、わりに長い治政を行ない、有力な同族と重臣に守られて、因伯藩政２世紀余の基礎をかためたのである。
藩政下における領　　　この間、藩の領治組織にも変化があったが、大勢は変わらず、大別して、行政・司法・財政・

治組織　　　　　　　社会・教育の５部門があり、司法のごときは、御目付役がおかれたが、どの部門もこれと関係をもって非違をただす組織となっており、地方農村は一応自治組織ではあったが、司法の末端の責任も負わされた。この時代、農村ならびに町屋は、どういう組織下において支配されていたかを紹介しておこう。

一般行政機構　　　　　（１）行政（一般行政）機構

　　　　　　　　　　　　　　　御　　櫓――家中を支配（藩政の中枢）

　　　　　　　　　　　　　　　町御用場――町人を支配（町政自治の監督）

左御用場――百姓を支配（民政自治の監督）
寺社奉行――神職（幣頭）僧侶（直触）等の監督

　　　　　　　　　　　　　　自分政治の６家（それぞれ特定の政治についてその中の幾分かを領主から委任されてい
たもの）

　　　　　　　　　　　　　　　荒尾氏（但馬守）　米子

荒尾氏（志摩守）　倉吉

和田氏　　　　　　松崎（伯州政治の目付役）

津田氏　　　　　　八橋

乾　氏　　　　　　船岡

福田氏　　　　　　黒坂

　これらはいずれも在方奉行、郡代の支配外であったので、当時の文書の残っていないところでは、支配内容を検討するのにははなはだ困難である。羽合郷は自分政治のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わく),枠)外であるから、資料に取りくみやすい。大庄屋以下の諸役人は、藩の中央役所の直轄であったから、大庄屋・中庄屋の書類を調べることによって、当時の行政状況がつかめる。
司法機構　　　　　　　（２）司法機構

　　　　　　　　　　　　　　　御目付手

　　　　　　　　　　　　　　　おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しのび),忍)
町お目付

吟味役

一般の罪囚取扱

律
　などに関する事務執行

政財機構　　　　　　　（３）財政方面の専掌機構

　　　　　　　　　　　　　　　各農村高調査（検地、表高、今高、請免）

　　　　　　　　　　　　　　　懸り物、市街地のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(のきま),軒間)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぎん),銀)
　　　　　　　　　　　　　　　米蔵管理出納

藩札、勘定（支出入）部屋

社会組織　　　　　　　（４）社会組織

　　　　　　　　　　　　　　　町庄屋、郡郷村の大庄屋、宗旨庄屋、中庄屋、村庄屋、小頭、五人組の組織と職掌

　　　　　　　　　　　　　　　農工商人生活の規制

納米の管理

教育機関　　　　　　　（５）教育機関

　　　　　　　　　　　　　　　藩学

私塾及寺小屋

　などの施設及監督

その他の機関　　　　　以上はほんの大綱を列挙したまでで、職掌の内容は略するが、このほか藩主EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひざもと),膝元)では、側用人がありEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ゆうひつ),祐筆)があり、また奏者番とか奥女中部屋の係り、江戸藩邸の組織から大阪お蔵の係り、儒医、絵師、細工人の係りもあったようである。市街地の行政以外は、すべて農村支配に直接・間接的に関連のないものはなく、郡郷の監督には郡代・郡奉行・在方普請奉行・寺社奉行などがあって、大庄屋以下の自治機関を監視していたのである。

庄屋組織　　　　　　　一体に因伯両国の封建時下になって、最初に大庄屋組織というものがいつごろから発生したものか、手もとの文献ではわからないが、大庄屋という名称と組織ができるまでは、地方土着農民の頭株で、いわゆる名主層のものが、それぞれその配下の耕作農民を自治支配していたもので、戦国時代までこの状況がつづき、郷村組織がかたまるにしたがって、各自村法を設けて自治・警備・互助の制を設けたのは、鎌倉時代ごろからではなかろうか。ことに戦国時代の社会不安から、農村自体が自営の必要上、お互に規約を設ける気配がこくなり、封建制確立とともに、各領主がこの下層組織を活用し、上からの統制機構を組み立て、とくに切支丹禁制の条項をも加えて、貢納・警備・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちょうさん),逃散)・隣保互助の末端組織をかためたのが五人組であった。
五人組と手長（庄　　　この五人組には組頭をおき、五人組を数組監視する役を小頭とし、小頭組の幾組かを以て村組
屋）組織　　　　　　織の単位とし、これに庄屋（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きもいり),肝煎)）をおき、村・郷・郡を統轄する責任者を「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(て),手)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なが),永)（長）」・「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とむら),十村)」などと称えた時代もあったようで、「鳥取藩法集在方御法度」P、１５６に

　　　　　　　　　　　寛永９年１１月８日「掟」の条に

　　　　　　　　　　　一両国知行割なき以前に拘置侍下人等、以後給人相付上は、約束之日数を届、領主之可返遣候、当分預置EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),手長)所々百姓其代官呼出し、召仕共相付上は、猶以右之通たるへし。（以下略）

　　　　　　　　　　　一村々百姓五人組之連判、逐電無之様ニ可付、其上若走人有之ニおゐてハ連判として可尋出、付、走百姓之宿を致し、荷物以下馳走仕輩におゐてハ、其もの之儀は不及申、所之EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),庄屋)可為曲事

とある条項を見れば、郡郷の自治組織の頭を「手長」といい、村には庄屋をおいていたようで、「手長（永）」は「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とむら),十村)」で他の藩にもこの称例がある。なお上条文中に所の代官というのがあるが、これはおそらく藩に直属していた郡代のことであろう。この手長が後に「大庄屋」と通称されるようになり、その下に中庄屋が分置されたのであろう。上の文中の「百姓」というのは地主農家のことで、小作農民は「小前の者」といった。

五人組制度とその　　　以上郷村制の基盤となった五人組の成立は、鎌倉時代ごろからではないかと述べたが、わが国

由来　　　　　　　　の初期におけるこの類似形態はずいぶん古い時代からあったようで、その範を中国・朝鮮の大陸方面保甲制度からとったとの説がある。穂積陳重編
　　　　　　　　　　「五人組制度論」によれば、その序に

　　　　　　　　　　　　「五人組制度は遠く其源を中古唐制継受の時に発し、徳川幕政の時に当りては、地方民政の基本制度として普く全国に行はれたり。」

　　　　　　　　　　　　と述べ

1、 五人組制度の沿革（総論、母法、沿革）

2、 五人組の組織（組織、組合員、五人組頭）

3、 五人組帳

4、 五人組法規（総論、警察法、宗教法、吏員法、駅伝法、租税法、勧農法、営業法、道徳法、

身分、節用法、民事法、刑事法、訴訟法）
5、 五人組の姉妹制度（保甲法、郷約、英国法の十人組）

6、 ３制度（和、漢、洋）の比較

　附録（山本大膳五人組帳）

と、ずいぶん詳細にわたる論説を掲げているが、「本邦近古の五人組制度はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(その),其)本づくところ中古律令の五保制度に存し、中古律令の五保制度はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(けだ),蓋)し本邦固有のものに非ずして之を支那より継受したるものが如し。」と述べ、さらにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅう),周)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(らい),礼)、唐の６典の例を挙げ、わが国では「日本書紀」孝徳天皇EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はく),白)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ち),雉)３年４月の条
「是月造ニEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(へふだ),戸籍)一。凡五十戸為レ里、毎里長一人。凡戸主ニハ皆以ニ家長ヲ一為レ之。凡戸、皆EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),五)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),家相)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),保)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),一)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),人為)スレEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),長)トEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),以相)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),検察)。」

という例証を取りあげている。およそ、すべての事がらは突如として発生するものでないことが、いまさら感ぜられる。
五人組と現在の隣　　　この伝統が宇野村五人組帳によれば、明治４年まで続き、封建制度下における民衆を規制する
保班　　　　　　　　基盤組織として生かされ、明治憲法下では民法・刑法にすりかわり、第２次世界大戦中「隣保班」として復活したとは、まことに歴史の流れも永いものであったといえる。
自治組織　　　　　　　この最下層基盤である五人組の小頭から組頭・庄屋・中庄屋・大庄屋と自治責任者の層がのぼってゆき、これを統轄するのが藩の在御用場であり、御郡奉行・郡代などの責任者があり、別に宗旨庄屋・寺社奉行の責任分担もあった。安政以後宗旨庄屋は、行政整理の結果大庄屋兼帯となった。宗旨庄屋独立時代は宗門改めの責任者でもあったであろうが、その当時は一群数人の大庄屋格の人びとのうち、大庄屋現任以外の人が務めたようである。
庄屋の特権　　　　　　こういう上層庄屋は、いずれも藩から「一代限り苗字帯刀」を免許され、現職年手当として米１０数俵～３０俵位が給与されたが、なかにはこれを逆に藩にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みょうが),冥迦)として返納する奇特の人びともあった。
大庄屋の権威　　　　　なお大庄屋拝命の場合は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみしも),裃)着用して藩庁へ出頭し、お目通りご挨拶におよび、藩庁係官数１０軒の家々に進物を献じ、挨拶めぐりをしたものであり、これらに、いかに多額の費用をついやしたものであるかは、旧西郷村（倉吉市）伊木の本涌島の記録文書をみてもわかる。とうてい中産階級の百姓の分限ではできることではなかった。

　　　　　　　　　　　また地方廻りの役人から、１金拝借の申し込みもあり、幕末多端の折柄には、小銃買い入れなどの資金に、藩から直接多額のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みょうが),冥迦)金（強制寄附）の布達があり、それこそ一大庄屋から数千両の現金を応募せねばならなかった。長瀬村の大庄屋、戸崎久右衛門からも、幕末に２千両を申し出で、４回払いとして、５百両づつ２回上納したEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うけ),請)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(と),取)りがあり、３回目は明治維新となって帳消しとなっている。その反面、苗字帯刀の大庄屋の見識はたいしたもので、「恩威併行」の鳥取藩の鼻息そのものであった。大庄屋が田舎において、いかに権威をもっていたかという１つの例として、廃藩置県前の明治初期においてさえ
庄屋の権威の一例　　　「一筆申入候然者山根村伊右衛門女房久みと申す者、野狐EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たたり),崇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(な),成)シ候段蓄生之為分際大切なるお百姓EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なや),悩)まし候段、前代未聞不届の至りニ付、此度御追放被仰付候間早々立去候様EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きっと),急度)可被申渡候右為可申入如斯レ候恐惶謹言
　　　　　　　　　　　　　四月十六日　　　　　　　　芦川源次郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　為政（花押）

　　　　　　　　　　　　尾崎清右衛門殿」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者所蔵＝大塚文書）

　　　　　　　　　　　というのがある。「狐と庄屋と鉄砲」の宴席ケンの勝負を逆にとった形で、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きつねつき),狐憑)の精神病を、権威ある庄屋のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いっかつ),一喝)でなおしてやれ、という意味の通達である。芦川は、当時の郡奉行、明治の郡長以上の権威者で、元治２年４月１６日の書簡である。
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